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不安な時代になる懸念が増してきている。アメ

リカのサブプライムローンに端を発した住宅金融問

題がリーマンブラザーズの破綻など証券各社のみな

らず各銀行取引に支障を生じ、銀行取引への資金提

供、銀行への資本注入など、世界的な金融対策をと

らざるを得ない危機となった。そのうえに、金融危

機が実物経済に影響を与え始めた。銀行が企業に融

資する余裕がなくなり、このことがじわじわ企業活

動に影響を与えつつある。 
 一方、食の安全安心をめぐる事件が続出している。

残留農薬入り餃子やインゲン、事故米の流通など想

像を超える事件が起こっている。 
 また、年金をめぐる不正事案、特に基準報酬を減

額する操作など考えられない役所への不信や後期高

齢者医療制度をめぐる混乱、介護保険料の上昇など、

年金、医療、福祉をめぐる制度不安定が将来への信

頼を揺るがしている。 
このような時代だからこそ、せめて兵庫だけは

しっかりと地に足を着けた安心感のある県政推進が

求められているはずである。幸い新行革プランも県

議会の議決を経て、策定され実行の段階に達した。 
すでに、平成二十年度予算の編成は当時として

は日本一の縮減率、一兆九千八百億円弱の規模とし

た。職員給与の給料月額比八％の抑制をはじめ、事

務事業や投資水準など見直しを行ったからである。

これから十年間の行財政運営の基本枠組みが構築さ

れた。しかも、行財政構造改革の推進に関する条例

も制定され、新行革プランの具体化と推進、そのフ

ォローアップの仕組みも作られた。 
 私の任期も、九ヶ月ばかりとなった。このような

兵庫の状況を踏まえ、兵庫県政の誤りなきを期して

いかねばならない。残された期間であるからこそ、

懸命の努力を尽くさねばならない。 
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【新一歩いっぽ続々】から 
 

は じ め に 
 

兵庫県知事 井 戸 敏 三 
 

 第一は、当面の経済対策を適切に推進しなくては

ならない。国の経済対策に呼応した県としての対応

はもとより兵庫独自の対策として、消費者相談や調

査の強化、生活資金の充実などの生活安定、中小企

業の資金繰りや設備投資促進の金融対策、原材料高

騰等への事業推進対策など、県としての対策をきち

んととることである。 
 第二は、新行革プランを的確にスタートさせ、今

後十年の県政推進の基盤を確立することである。平

成二十一年度予算編成作業も始まった。不安の時代

だからこそこれに立ち向かう姿勢を確立しなくては

ならない。 
 第三は、21 世紀長期ビジョン「美しい兵庫 21」
は県民の参画と協働により手作りで 2000 年につく

られたものであるが、その目標年度は 2015 年とさ

れていた。今年は 2008 年、ちょうど中間年を経過

したことになる。変化の激しい時代だからこそ、ま

た人口減少社会、しかも少子化、高齢化、地域的な

偏在が同時進行する新たな事態を踏まえて、もう一

度県民ぐるみの参画と協働による 21 世紀兵庫ビジ

ョンを見直し検討を行い、基本方向を明確にしてい

かなければならない。 
 これからも全力投球、全力疾走していくことを決

意している。どうぞよろしくご指導願います。 
 
  これからの 変化にひるまず 進まんと 
    豊かな兵庫 充実めざし 
  
 ・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

秋 の 叙 勲 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

藤本氏ら８氏が晴れの受章 
 
恒例の秋の叙勲で、新生兵庫友の会会員のうち

藤本和弘氏ら８名の方々が、受章の栄に浴されまし

た。晴れの受章者は次のとおり。 
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＜平成２０年秋の叙勲受章者＞ 
瑞宝中綬章    藤本 和弘 
瑞宝小綬章    浅江 季典 
瑞宝小綬章    阿部 敏之 
瑞宝小綬章    来馬 章雄 
瑞宝小綬章    近藤 靖宏 
瑞宝小綬章    佐々木義泰 
瑞宝小綬章    畑尾 卓郎 
瑞宝小綬章    安田 茂弘 

（敬称略） 

叙勲祝賀会の開催についてご案内 

 本年春と秋の叙勲で受章された本会会員１４名の

方々について、会員有志が相寄り、春・秋合同の祝

賀会を下記により開催いたします。何かとご多忙の

こととは存じますが、多数ご出席賜りますようご案

内申し上げます。 

 叙 勲 祝 賀 会  

・と き １２月１３日(土) 午前１１時から 
・ところ 神戸ポートピアホテル・本館偕楽の間 

℡ 078-302-1111 
・会 費 １０，０００円 

（記念品料３，０００円を含む）

当日受付で頂きます。 
欠席の方で記念品料参加の方は、郵便振

替で事務局あてご送金ください。 
・春の受章者はつぎのとおり。（敬称略） 
   釜本 貞男  畑中 陽次  藤澤 福男 
   本多 忠博  水田 幸男  吉房 節 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 幽玄のみどり仄かに蛍とぶ 
  

想えば、その人生の大半を過ごした県庁を去り、

第二の職場での主催である文化事業で、奇しくも俳

句教室をお世話することになったのが、俳句との最

初の出会いとなった。 
教室の主宰は、雲母同人・倉橋弘躬先生、句友

は十数人何もかも初めての体験、戸惑う事ばかりだ

った。そんな時、最初に先生から戴いた特選句であ

る。 

平成三年の五月から始めて、翌六月の句会の時であ

る。正に私にとって、晴天の霹靂とはこの事であろ

う。産土でもある但馬の、とある山郷にある「ほた

るの里」に、ある初夏の一日を妻と訪ねた時の句。 
俳句のはの字も知らなかった小生に、いま思えば師

からひそかに、この道への誠に心優しい、いざない

を戴いたものと思える忘れ得ぬ句である。 
 
 秋草や直哉の寓居畳古り 
 
“海が見えた、海が見える。五年振りに見る尾道の

海はなつかしい”林芙美子「放浪記」で知られる、

古寺と文学の町尾道。町からも海からも見えるこの

町のシンボル、千光寺から坂道を下りると、志賀直

哉が「暗夜行路」を執筆した旧居に出る。主人公時

任謙作が住んでいたと言う、三軒の小さい棟割り長

屋の一番奥、その中に描かれたように、石垣の坂道

の下に海が見える。 
千光寺境内の鐘楼の側に、 
 
  寒暁に鳴る指弾せしかの鐘か 
 
の誓子句碑がある。誓子が、ここ尾道の宿でどの様

な想いで、この鐘を聞いたのだろうか、何故か惹き

付けられる句であり、尾道を訪れるたびに、必ず立

ち寄って見る場所となった。折しもの霧に、咽びな

くような霧笛を聞きながら、村上水軍で名を馳せた

因島が、霧の向こうに、静かに浮かんでいた。 
 

彫り深き露風筆塚苔の花 
 

 
 

自 句 自 解 

 

「夕焼小焼の赤とんぼ」の町、播州・龍野を初夏の

一日訪れた。龍野橋を渡り、とある和菓子の老舗に

好物を見つけ立ち寄ったところ、ご主人が街の遊歩

マップをひろげ、名所旧跡の道順を、赤鉛筆で丁寧

に書き込んで下さった。聞けば「嗚呼玉杯に」の矢

野勘治が、子供の頃からここの菓子を好んで食べて

いたとのこと、店には彼の古い書簡なども置いてあ

った。 

（神戸市） 佐藤源太郎 
 

 
三木露風、内海青潮、矢野勘治、三木清の文献、

遺品を一堂に集めた霞城館、その昔、松平定信が

「聚遠の門」とその眺望絶景を称えた聚遠亭、文学

の小径、哲学の小径、童謡の小径等々暫し、世間の

憂さと時間の経つのを忘れ、文字通り、至福の時を

過ごした。 
幾多の作家や詩人、哲学者を輩出したこの町は、

今も揖保川の清流に育まれ、江戸時代そのままの城

下町が、武家屋敷や町家の白壁にひっそりと息づい

ていた。 
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本年度の施設見学同好会は去る 9 月 26 日（金）

に「走る県民教室」を利用して、①人と防災未来セ

ンター「防災未来館」②県立考古博物館③新日鉄・

広畑製鉄所を見学した。県民会館前で参加者 35 名

（男 24 名、女 11 名、80 歳台 7 名、70 歳台 17 名、

60 歳台 11 名）が次々と観光バスに乗り込んだ。 
＜人と防災未来センター＞ 

９時３０分到着。深田修司副センター長の出迎

えを受けて早速４Ｆへ。今年１月にリニューアルオ

ープンされた震災追体験フロアでは、平成７年１月

１７日のあの恐ろしい状況を迫力ある大型映像と音

響で体験できた。 
また、震災直後の淡路、神戸、西宮、伊丹など

の街並みをジオラマ模型でリアルに再現。隣室の大

震災ホールでは、復興に至るまでの街や住民の姿を

ドラマ化して紹介していた。３Ｆ、２Ｆでは、震災

の記憶フロアとして、地震直後の現場の実態や復興

過程を写真、パネル等で展示。 
当日は、高校生たちの見学者が多く見られた。

自然災害多発の日本では、全国の中学・高校の修学

旅行の見学先として取り入れることが、必要ではな

いか。「防災未来館」を去るとき、あの日から既に

13 年経過しているにもかかわらず、多くの命や建

物が失われた恐怖を想起させたのだった。激しい雨

も上がりＨＡＴ神戸の秋空に晴れ間が覗いていた。 
＜県立考古博物館＞ 

11 時 50 分到着。安富学習支援課長さんから館内

の説明を受ける。緑豊かな史跡公園「播磨大中古代

の村」に隣接し、昨年 10 月に開館された。館内に

は、県内から出土した考古資料を中心の「常設展」

と、開館 1 周年記念事業として「発掘された日本

列島２００８」と題して、全国４か所で巡回展示さ

れているものを「特別展」として展示。その中で、

特に、「高松塚古墳」の石室解体とカビの発生や壁

画の劣化など発掘調査の成果を実物大の古墳室等を

再現し、解説していた。 
「常設展」では、大陸と但馬を往来していた古

代船、石棺、明石人骨など復元して、土の中から出

土した考古資料をかみ合せ、楽しみながら考古体験

をさせる参加型博物館をめざしているとのこと。展

示コーナーも充実しているが、見学時間が短かった

ため、十分閲覧できなかったことが残念であった。  
 

神戸・播磨地域の施設見学同行記 
＜昼食 姫路・灘菊＞ 

姫路城下の酒蔵 灘菊酒造で酒蔵見学と合わせ

て酒蔵での昼食をとった。ここでは、播州の旬の食

材を使い、自家製手作りの料理、特にざる越し豆腐、

酒蔵鍋、麦めしとろろは逸品で、高齢者向きの料理

でした。部屋の内部は、黒塗りの梁や柱で、まさに

酒蔵での料理とぴったりの雰囲気で大満足でした。 

 
（神戸市） 大和田弥彦 

 
 

＜新日鉄・広畑製鉄所＞ 
広畑製鉄所は、1937 年 3 月に建設、1939 年 10

月に第一高炉火入れ、その後冨士製鉄との合併を経

て、1970 年 3 月に新日本製鉄として発足。工場用

地は、約 600 万㎢、建物面積は、約 88 万㎢で、現

在では、薄板製造拠点として活動されている。また、

廃棄物の再生処理事業（タイヤガス化リサイクル事

情）にも取り組まれている。今回は、鉄鋼製造プロ

セス 圧延工程（熱延ライン）を見学の予定であっ

たが、砂田、橋本両氏から会議室で施設の概要説明

とビデオ視聴の後、約 1 時間 30 分かけて工場内を

バスで一巡した。広大な施設に驚いた。定刻どおり

午後６時にＪＲ三宮に無事到着。来年またお会いで

きることを楽しみに散会しました。 
 

同好会だより 
□俳句同好会 

・と き １２月 ６日(土) １３時～ 
・ところ 職員会館２階 ２０８号室 
・兼 題 霜柱・湯豆腐・焚火 
・その他 欠席の方は佐藤源太郎までご連絡下さい。 

□囲碁同好会 
・と き １２月１０日(水) １３時～ 
・ところ 職員会館２階 ２０７・２０８号室 
・参加費 １，０００円（当日徴収） 
・申込み １２月３日（水）迄に同封のハガキで。 

□テニス同好会 
・と き １２月１１日（木） 
     午後３時～５時 

（開始時間にご注意下さい） 
・ところ 神戸ローンテニス倶楽部 

  神戸市中央区宮本通１－１－１ 
     Tel: 078-221-2383, 078-291-0809 
・申込み 078-792-0586 の阿部昌夫まで連絡を。 

□男の料理教室同好会 

・と き １２月１３日(土) １３時３０分～ 
・ところ 「むぎっこ」℡ 078-333-0628 
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神戸市中央区下山手通 3、シエンビル 403 号室 
・会 費 ３，０００円(当日徴収) 
      ～１１月の教室～ 

①天ぷら ②手羽先のオーブン焼き 

③長芋と蓮根のふわふわ焼き ④柿の白あえ 

⑤そばつゆの作り方 ⑥そば打ちからざるそばまで 

□ワイン同好会 
・と き １２月１９日(金) １８時１０分～ 
・ところ ワインセラー「ヒラオカ」℡ 341-2563 
・会 費 ３，０００円 
・テーマ フランスワイン（日仏交流１５０周年） 
・申込みは同封のハガキで。 

□写真同好会  ～１２月は例会～ 

・と き １２月２０日（第３土曜日）１３時～ 
・ところ 職員会館２階 ２０７号室 
・お願い 作品ＬＬ版５点以内持参 
・追 伸 本年度作品展の作品の第一次選定を行い 
ますので、よろしくお願い致します。 

□麻雀同好会 
１０月２５日（土）午後１時から例会を元町 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「寿利」において２５名の参加を得て開催しま

した。結果は次のとおりでした。 

優 勝 久保 進一  準優勝 西村 正美 

第３位 橋本 嘉睦  第４位 藤井 昌昭 

第５位 森本 繁雄  ＢＢ賞 藤田 博 

 

 会 員 短 信  
 

□住所変更 杤山 邦宣（名簿Ｐ１８ ２１行目） 

      〒707-0401 

      岡山県美作市後山８９０－１ 

      ０８６８－７８－３５５９ 

      福富 佑吉（名簿Ｐ２３ ２２行目） 

      〒874-0012 

      大分県別府市スパランド豊海３２－９ 

      ０９７７－６７－３２２８ 

訃 報 謹んでご冥福をお祈りします。 

青谷 進 さん １１月 １日（７９歳） 

天野 昭 さん １１月１９日（８０歳） 
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赤 

木
し
げ
み
ち 

 
 

 

人 
 

賞 

返
り
花
祖
父
の
文
箱
の
古
葉
巻 

 
 

佐
藤
げ
ん
た
ろ
う 

友
逝
き
て
無
想
の
帰
路
や
返
り
花 

 
 

森 

田 

精 

歩 

裾
紮
げ
草
紐
解
く
る
石
蕗
の
花 

 
 

打 

越 

碧 

山 

花
石
蕗
や
海
風
に
立
つ
朴
歯
下
駄 

 
 

森 
 

 

仙 

游 

時
雨
る
る
や
ぬ
れ
る
に
ま
か
せ
僧
は
行
く 

 

外 

山 

公 

望 

（
地
賞
寸
評
）
本
下
氏
の
句
、
お
遍
路
さ
ん
の
墓
に
寄
り
そ
う
よ
う
に
咲
い
た
一
輪
の
石
蕗
、
名 

も
な
き
ま
ま
逝
っ
た
人
と
目
立
た
ぬ
つ
わ
と
の
取
り
合
せ
の
妙
。
谷
本
氏
の
句
、
但
馬
の
郷
は
時 

雨
の
名
所
、
こ
の
日
も
氏
の
但
馬
入
り
と
同
時
に
時
雨
、
「
や
っ
ぱ
り
！
」
。
赤
木
氏
の
句
、
人
目 

を
ひ
か
ぬ
石
蕗
に
ま
で
縋
っ
た
苦
悩
と
自
分
の
無
力
さ
。
事
実
よ
り
真
実
を
と
い
う
こ
と
。 

 
人
賞
の
各
句
は
何
れ
も
言
い
た
い
こ
と
が
多
す
ぎ
て
、
結
局
主
訴
が
わ
か
ら
な
い
。
一
点
に
絞 

る
心
が
け
を
。 

 
 

 
 

選 
者 

吟 
 

 

求
道
（
ぐ
ど
う
）
に
は
遠
き
旦
暮
や
返
り
花 

 
 

一
山
の
美
や
繚
乱
の
落
葉
期 

黄
花
を
ひ
っ
そ
り
と
咲
か
せ
る
。
目
立
た
ぬ
花
姿
だ
が
、
雨
の
日
に
視
点
を
変
え
て
み
れ
ば
お
天 

気
の
日
に
は
決
し
て
見
せ
ぬ
生
き
生
き
と
輝
く
「
つ
わ
」
を
発
見
す
る
。
掲
出
の
句
、
並
み
の
力 

で
は
「
雨
に
輝
く
」
と
し
た
い
と
こ
ろ
を
「
雨
の
輝
き
」
と
し
て
、
つ
わ
の
新
た
な
美
を
引
き
出 
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